
IRの調査結果に基づき教育プログラムが
改善された事例（医学部の事例紹介）



医学部教育プログラムのモニターと評価

• PDCAサイクル
によるモニター
と評価



学生のフィードバックを教育の改善に活かした事例
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教学IRの調査結果を利用して教育プログラムを開発した実例

• 卒業生を対象とした卒業コンピテンス・コンピテンシー到達度
調査：語学力、研究力に関して自己評価が低い



2016年度卒業生の自己評価
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25%
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医学英語

1.全く修得できていない

2.十分に修得できていない

3.ある程度修得したが、最

低水準には届かない
4.最低水準は修得できた

5.概ね修得できた

6.完全に修得できた



2016年度卒業生の自己評価
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海外での研究に従事することができる語学力を有する

1.全く修得できていない

2.十分に修得できていない

3.ある程度修得したが、最

低水準には届かない
4.最低水準は修得できた

5.概ね修得できた

6.完全に修得できた



2016年度卒業生の自己評価
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2% 2%

16%

43%

28%

9%

論文等の情報を適切に収集することができる

1.全く修得できていない

2.十分に修得できていない

3.ある程度修得したが、最

低水準には届かない
4.最低水準は修得できた

5.概ね修得できた

6.完全に修得できた



2016年度卒業生の自己評価
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2% 3%

18%

43%

26%

8%

収集した情報を論理的・批判的に吟味し、

自分の意見を加えて発表できる
1.全く修得できていない

2.十分に修得できていない

3.ある程度修得したが、最低水

準には届かない

4.最低水準は修得できた

5.概ね修得できた

6.完全に修得できた



学生のフィードバックを教育の改善に活かした事例
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語学力・研究力を向上させるために行った教育プログラムの改善

• 英語力強化策（2017年度～）
• 解剖学、基礎医学、臨床医学に関する医学用語4500語を段階

的に学ぶ
• 全学生がTOEFL ITPを受験（470点以上を2回）

• リサーチマインド涵養策（2019年度～）
• スチューデントリサーチャープログラム（学生の研究を奨励）
• 医学研究演習（医学研究手法、情報検索、批判的思考を学修）



スチューデントリサーチャープログラム
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目的 研究指向を持つ本学医学部生が在学中に医学研究を実施できるよう
支援する（参加は任意）

期間 1年生～4年生前期（臨床実習の前まで）

内容 • 学生は希望する講座を一つ選択し、医学研究を行う
• 研究成果を学会や医学雑誌に発表することを推奨する

出欠 • 原則として研究は、通常授業の時間外で行う
• 研究の実施により止むを得ず講義に欠席した場合、映像授業の
受講あるいは課題提出をもって補講とみなす

停止 プログラム実施中に留年が決定した場合は、それ以降のプログラム
参加を停止する



スチューデントリサーチャープログラム参加学生が
著者となった論文

9



医学研究演習
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目的 • 様々な研究室で展開されている最先端の医学研究に触れることで、
リサーチマインドを涵養する

• 自発的な医学研究参加の契機を提供する

期間 3年生、2月の4週間。参加は必須

内容 学生は希望する講座を一つ選択し、医学研究を行う
• 医学情報検索の習熟
• 英文論文の読解
• 医学研究方法論の理解
• 医学研究の実践
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